










学 位 論 文 要 約  
 
 博士論文題目  新規抗がん薬としてのテルペノイド類化合物 siphonodictyal B の大腸癌細胞株に 
対する細胞増殖効果及び抗腫瘍効果の検証                                                                              
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れたテルペノイド類化合物である liphagal とその類縁体である siphonodictyal Bも同様に PI3K阻害作用を
有することが報告されている。しかしながら、実際にがん細胞に対する細胞増殖抑制効果を評価した報告は乏
しい。 
本研究において、liphagal および siphonodictyal B が既知である PI3K 阻害活性に加え、CDK4/6 や CDK7
など複数のキナーゼ阻害活性を示すことを明らかにした。また、ヒト大腸癌細胞に対する細胞増殖抑制効果の
検討において、liphagal および siphonodictyal B は濃度依存性に細胞増殖抑制効果を示し、siphonodictyal B
は liphagal よりも強い細胞増殖抑制効果を示した。細胞周期解析において siphonodictyal B は subG1分画の
増加を誘導することから、細胞増殖抑制効果を示すメカニズムにアポトーシスが関与していることが明らかと
なった。アポトーシスを誘導する機序を解明する目的に、ウェスタンブロッティングおよびフローサイトメト





siphonodictyal B は新たな抗悪性腫瘍薬の創薬シーズになる可能性がある。 
